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複雑 性尿 路 感染 症 に対 す るT-1982の 使 用経 験

千種一郎 ・西井正治 ・多田 茂

三重大学医学部泌尿器科学教室

複 雑性尿路 感染症の12例 にT-1982を1日 に500mgを2回,5日 間連続投与 し,臨 床効果を検

討 し次のよ うな結果を得た。

1)総 合臨床 効果 は,12例 中著効3例,有 効3例,無 効6例 で50%の 有効率 であった0

2)細 菌 学的効果 は,S.epidermidis,S.faecalisに100%の 陰性化率を示 したが,S.marcescens,

P.mjrabilis各1株 は菌交代 し,P.aeruginosa 1株 は減 少 した。P.cepaciaは5株 と も不変 で あっ

た。

3)疾 患病 態群別効果は2群,3群 で は0%な る も,4群 では8例 中6例(75%)の 有効率を示

した。

4)臨 床検査値 異常は,12例 中1例 にGOT,GPTの 軽度上昇がみ られたが,投 与後数 日間で正

常に復 した。

今回われわれ は,富 山化学工業(株)と科研 化学(株)が共同

開発中のT-1982を 複雑性尿路感染症 に使 用 し,そ の臨

床効果を検討 した。

1.対 象,投 与方法お よび判定基準

1)対 象

昭和56年5月 よ り10月 まで に,三 重 大学医 学部 附属病

院泌尿器科に入院 した患者 の うちで尿路 に基礎疾患を有

する尿路感染症12例 を対象 とした。年 齢は15歳 ～75歳 で

あった。性別は男8例,女4例 であった。 感染症は,膀

胱炎11例,腎 盂腎炎1例 で あった。

2)投 与方法

1回500mgを1日2回 静注,5日 間59を 使用 した。

3)判 定基準

玖TL薬 効評価 基準に従 った。

II.成 績

複雑性尿路感染症12例 についての結果は,Table1に

示した通 りである。

1)細 菌学的効果

12例の患者 よ り分離 され た 菌株 は, P. cepacia 5株,

P. mirabilis 1株, P. aeruginosa 1株, S. marcescens 1

株, S. epidermidis 3株, S. faecalis 1株 で あ っ た 。

Table2に 示 す よ うに S. epidermidis, S. faecalis は100

%陰性化したが, P. cepacia は0%で あ った 。

2)疾 患病態別効果

疾患病態別効果は,Table3に 示 した ごとく第2群,

第3群 は0%で あった が,第4群 は75%に 有効であ っ

た。

3)総 合臨床効果

膿尿 と細菌尿 を指標 とし総合臨床効果を検討 した とこ

ろ,細 菌陰性化 と膿尿正常化の著効例3例,細 菌尿消失

と膿尿不変が1例,細 菌尿菌数減少,交 代で膿尿の消失

の2例 の計3例 の有効例 がみ られ,そ の総合臨床効果は

50%(6/12)で あった(Table4)。

4)副 作用

T-1982投 与 による自他覚的副作用は全 く認め られな

か った。 臨床検査 成 績(Table5)で は,T-1982投 与

12例 中1例 にGOT,GPTの 軽度上昇を1例 認めたが,

使用後 正常 に復 した。

III.考 察

基礎 疾患 を有す る複雑性尿路感染症の化学療法 は,基

礎 疾患の除去 が充分行 なえないため,耐性菌の 出現,菌 交

代現象 を生 じ,難 治性 であ る。

今 回使用 したT-1982は,グ ラム陰性菌 および陽牲菌

に対 し,広 範 囲な抗菌 スペ ク トラムを有 し,殺 菌 的に作

用 する。

特に グラム陰性菌の うち, E. coli, K. pneumoniae, S.

marcescens, Proteus で はCMZ,CEZ,CPZよ り抗 菌 力

が優れ,各 種細菌産生の β-1actamaseに 対 し強 い抵抗

性 を示 し,in vitro効 果 に比べ実験的感染症 では優 れた

効果を示 し,筋 注静注によ り高い血 中濃度 が得 られ,主

として尿中に排 泄 され,実 験動物でCEZと 比 べ,腎 毒

性が少ないな どの特徴を有す る1)。

使用 した複雑性尿路感染症12例 中,総 合臨床効果 は50

%で あ り,基 礎疾患の異な りも加味 して評価す る必要が

あ り,症 例数 を増せば,有 効率 は もう少 し上昇す るで あ

ろ うと考 え られ る。
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Table 2 Bacteriological response in complicated U. T. I.

*Decreased

Table 3 Overall clinical efficacy of T-1982 classified by type of infection

Table 4 Overall clinical efficacy of T-1982 in complicated U. T. I.

Table 5 Laboratory findings before and after the therapy with T-1982

B: Before A: After N. D. : Not done
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自他覚 的所見 による副作用 は全 く認 め られ な か った

が,臨 床検査値異常 は1例 にみ られた。 しか し本剤 との

直接 の関連性 に関 して は断言で きな い。
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EXPERIENCE WITH T-1982 IN THE TREATMENT

OF COMPLICATED URINARY TRACT INFECTION

ICHIRO  CHIGUSA, MASAHARU NISHII and SHIGERU TADA

Department of Urology, School of Medicine, Mie University

T-1982 was administered to 12 patients with complicated urinary tract infections at a dose of 500 mg
twice a day for 5 days. The following results were obtained.

1) Overall clinical efficacy of T-1982 was excellent in 3 cases, moderate in 3 cases and poor in 6
cases; thus, the rate of effectiveness was 50%.

2) Bacterial eradication rate was 100 % against S. epidermidis and S. faecali s. But each 1 strain of S.
marcescens and P. mirabilis were replaced and 1 strain of P. aeruginosa was decreased. All 5 strains of P. cepacia
were unchanged.

3) Clinical efficacy of T-1982 as classified by type of infection was 0% in Group 2 and 3, but 75%

(6/8) in Group 4.
4) In laboratory findings, slight elevation of GOT and GPT was observed in 1 case but returned to

normal in a few days after therapy.


